
 
2010 年 9 月に米海兵隊により公表された「海兵隊

航空計画」（FY2011 Marine Aviation Plan）によると、

老朽化している CH-46E の後継機は MV-22（オスプレ

イ）とされており、現在普天間飛行場へ配備されている

第 1 海兵航空団第 265 中ヘリ中隊と第 262 中ヘリ

中隊も、2013 米会計年度（2012 年 10 月）からオス

プレイ中隊に交替することが記述されている。 

 交替される部隊は VMM-561 オスプレイ中隊と

VMM-562 オスプレイ中隊であり、順次、第１海兵航空

団に配備される計画となっている。2010 年 12 月に

は、カリフォルニア州ミラマー基地で VMM-561 オスプ

レイ中隊の発足式が行われ、「１８ヶ月後には配備でき

る」（同中隊司令官）としている。また 2011 年 1 月に

は、アリゾナ州ユマ近郊の砂漠での訓練を行った。 

オスプレイは開発段階から頻繁に墜落事故を起こ

し、最近では 2010 年 4 月には、アフガニスタンで空軍

の CV-22 オスプレイが墜落し 4 人が死亡する事故も

発生している。もはやオスプレイが欠陥機であることは

明白である。 

よって、更なる墜落の危険性や騒音被害の増加が

懸念されるオスプレイ配備については強く反対し、日米

両政府に対し、配備をやめるよう求める。 
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↑ 2013 米会計年度（2012 年 10 月）か

ら普天間飛行場に MV-22 オスプレイ部隊

が配備されるとしている。 
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← 普天 間飛 行場へ配 備されている第

265 中ヘリ中隊と第 262 中ヘリ中隊 

が 2013 米会計年度（2012 年 10

月）から VMM-561 オスプレイ中隊と

VMM-562 オスプレイ中隊へと移行す

る計画がはっきりと示されている。 
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